
 

 

 

 

 

 
 

『地域交流の力』 

 校長  小林 誠 

 この冬は例年に比べ寒気が強いとのこと、冬らしい冬になりそうです。横浜ではすでに初雪が観測されて

います。皆様、寒さに負けず、お元気にお過ごしでしょうか。 

 みたけ台中学校一年生は、12 月 15 日にしめ縄作り体験をしました。昨年春からのコロナ禍にあって、地

域の皆様と生徒の交流もままならず時が過ぎてきましたが、やっと、対面での交流をもつことができました。

金子茂文様をはじめ、鉄寿会の皆様には、ほんとうに感謝の気持ちでいっぱいです。しめ縄作りの様子は別

稿に譲りますが、生徒たちは講師の方たちの手元をよく見て縄をない、友人たちと比べたり協力したりしな

がら、それぞれのしめ縄飾りを作り上げていました。真剣に取り組む生徒たちの笑顔は、ほんとうに楽しそ

うでした。地域の方に伝統行事を教わる楽しさと、育まれる地域との一体感、まさに『地域交流の力』を目

の当たりにしました。これを機に、道で会ったらあいさつができる、そんな関係が戻ってくることを期待し

ます。年明けの地域のどんど焼きがとても楽しみです。 

一方で、新型コロナウィルス感染症においては、新たなオミクロン株の流行の兆しが見えてきました。感

染力が強いといわれています。横浜市より感染対策を再度徹底するように通知があり、学校としましても、

改めて感染対策に気を引き締めて臨んでいるところです。横浜市教育委員会のガイドラインも、なかなか緩

まりません。特に三年生はこれから受験も本番を迎え、その先には卒業式も控えています。残念ながら、今

のところ卒業式は昨年と同程度の規模での実施を考えております。感染がないよう、また感染しても拡大し

ないよう、ご家庭でもご理解とご協力をお願いいたします。 

 改めまして、地域の皆様、保護者の皆様におかれましては、本校教育活動に対し、この一年間、様々なご

支援をいただき、ほんとうにありがとうございました。来年は、さらに地域の皆様のお力をお借りして、生

徒たちの成長にいっそう協力して取り組んでいきたいと思います。 

 

『初春の 令月にして 気淑く和らぎ  

梅は鏡前の 粉を披き 蘭は佩後の 香を薫らす』(万葉集) 

 

これは、令和の元号の基になった歌です。この歌のように穏やかな佳い正月を迎えたいものです。皆様、

よいお年をお迎えください。 
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1２月７日（火）2年生が校外学習を行いました。相模湖プレジャーフォレストへ行きました。午前中は、

班ごとでオリエンテーリングを行いました。昼食は、串焼きＢＢＱや焼きそばづくりをしました。午後は、

園内施設を使っての班別行動を行いました。初冬の一日を元気に楽しく過ごしました。 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

＜生徒の感想＞ 

 午前活動中のオリエンテーリングが印象に残りました。コンパスと地図しか頼りにならない中、班員一人

一人が、「こっちじゃない？」などの声かけをして、スタンプを集めることができて、全員でクリアできたと

いう、達成感と喜びがあって、印象に残ったし、楽しかった。（1組） 

 今回の校外学習では、「皆で協力して楽しめたこと」が印象に残っています。互いに行いたいこと、食べら

れるものを確認し、『全員』が楽しめるように活動することができたのは良かったと思います。言葉遣いも気

をつけて、互いを傷つけることのないようにしました。バスに乗る時や帰る時、現地に着いたときに積極的

にあいさつすることができたことはとても良かったと思います。コロナで大変な状況の中でも対応してくだ

さった方々に感謝の気持ちを伝えられたのは良かったと思うので、日々の生活でも授業の時や朝などにも行

っていきたいです。（2組） 

 焼きそばなどを作るところでは、みんなそれぞれ分担して料理を作れたのでとても楽しかったです。最初

に串焼きを作ってしまったので、焼きそばを作るのに時間がかかってしまいましたが、素早くつくり、1 人

1 人食べる時間がたくさんあったのは良かったです。アトラクションの時には、いろんなものに乗れたので

すごく楽しかったです。リフトはベルトがなくて少し怖かったけれど、2 回目からはなんか楽しくなってき

てはまってしまったのはびっくりしました。観覧車は15分間ヒマでしたが、上からいろんな人の行動を見

られておもしろかったです。（3組） 

1２月８日（水）１年生が学校薬剤師の永田浩美さんを講師に、喫煙防止 

教室を行いました。喫煙の未成年者に対する影響、カフェイン飲料の種類と 

限度量などのお話をしていただきました。 

＜生徒の感想＞ 

 喫煙だけではなくカフェインの取りすぎていろいろな症状が出てしまうことが分かりました。私はエナジ

ードリンクが好きで何本も飲もうとしてしまうときがありました。でも、お母さんや家族に止められ辞める

ことができました。これからは、飲みすぎに注意していきたいです。（1組） 



 なぜタバコはこんなに悪い物質なのに、コンビニなどでも売っているのかと思いました。ニコチンでやめ

られない人がいてもタバコの悪い症状を抑えられる方が良いことが多いと思うから（2組） 

 タバコの値段が 580 円というのも驚きだし、タバコだけでいろんな有害物質が入っていたり、依存性が

あるとわかって、タバコがどれだけ吸ってはいけないかがよくわかりました。でも、そんなに有害物質が入

っているのを、なぜ売っているのかがとても疑問に思いました。カフェインは、体重40㎏で1日100㎎

じゃないといけないというのと、死んでしまった人、めまいなどの症状があると知って、とても驚きでした。

(3組) 

 12月9日（木）2年生が学校薬剤師の永田浩美さんを講師に、飲酒 

防止教室を行いました。飲酒が未成年に与える影響、カフェイン飲料の 

功罪についてお話をしていただきました。 

＜生徒の感想＞ 

 お酒は、肝臓や体内の色々な器官に関係していて、それは、まわりの人にも関係していることがあり、店

ではよっぱらって会話ができなく、周りに迷惑をかけることがわかり、お酒を大量にのむことはダメだし、

一気のみも死にいたることがわかりました。（1組） 

 あらためてお酒はよくないと思った。決して悪くないお酒でも、使い方や飲む量をまちがえると大変なこ

とになってしまうことが分かった。もし、飲むとしたら、ルールを守り、自分の身に合った量にする。（2組） 

 アルコールに依存症があることは知っていたけど、カフェインに依存症があることを初めて知りました。

チョコが好きで食べることが多いのですが、チョコレートにもカフェインがふくまれていることを知ったの

で、食べ過ぎには気をつけようと思いました。（3組） 

 
12月15日（水）に、１年生が『しめ縄づくり体験』を行いました。鉄寿会の皆様１２名にお越しいただ

いて、優しく丁寧にご指導いただきました。はじめに金子様より『しめ縄』の意味、いつ頃どのように飾り、、

いつ頃どのように片付けるか、などをお話いただきました。その後、クラスごとに分かれて、寿会の皆様に

ご指導いただきながら、各自が思い思いにしめ縄づくりに取り組みました。参観日も兼ねていたため、保護

者の皆様にも参加していただき、一緒に体験していただくことができました。昨年は、コロナの影響で中止

になりましたが、町内会の皆様のご協力により実現することができました。ありがとうございました。 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 


